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新造機ボーイング737-800型機の追加導入を決定 

～ 2014年夏までに10機が新造機、より高品質で快適な運航を提供します ～ 

 

ソラシド エア（スカイネットアジア航空株式会社 本社：宮崎県宮崎市 代表取締役社長：髙橋 

洋）は、昨年７月より導入を開始し、お客様にご好評いただいておりますボーイング 737-800 型機

について、この度新造機 4機を追加導入することを決定し、リース契約を締結致しました。 

 

当社で積極的に進めているこの新造機導入は、就航率・定時出発率等の運航品質や機内サー

ビスの向上に大きく寄与しており、今回の追加導入により、その高い経済性から、当社事業基盤

の一層の強化に繋がるものと期待しています。 

 

今後も、新造機への更新を着実に進めるとともに、安全運航のもとお客様のニーズにしっかり

応えてまいります。 
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≪追加リース契約概要≫

[ 契約機材 ] ： ボーイング737-800型機 174席仕様
ボーイング・スカイインテリア

[ 契約機数 ] ： 4機
[リース契約先] ： 7号機・8号機 AWAS （アイルランド）

9号機・10号機 GECAS（アイルランド）

※参考

1号機・2号機 AWAS 

3号機～6号機 GECAS
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ボーイング737-800型機保有数の推移


